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資料6

宗谷圏域の
公立病院経営強化プラン策定状況



「公立病院経営強化プラン」の進捗状況

プランの概要 プランの進捗状況

〇病院事業の経営基盤を超過し、安定的な地域医療提供体制
の確保を目指すべく、令和５年度中に新たな経営強化プランを
策定する。

〇こまどり病院については、慢性期医療の重要度を再認識し、
患者の症状にあった医療サービスの提供を役割とし、今後も医
師確保や患者動向の把握に努める。

〇新型コロナ感染症の影響により、プラン策定作業は遅れてい
るが、令和６年３月公表に向けプランの目標及び収支計画作成
に着手している。

〇こまどり病院については、市立稚内病院と連携を図りながら
慢性期患者等を担っている。今後も国の医療施策の動向を注
視しつつ、地域にとって必要な慢性期医療機能の確保を図って
いく。

４月 ５月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 3月

市立稚内病院 市立稚内こまどり病院

１

院内会議

収支計画

個別取組内容記載、
評価指標設定

市立病院運営委員会
（外部委員）

地域医療構想調整会議

議会説明
（常任委員会）

パブリックコメント

プラン策定（公表）



「公立病院経営強化プラン」の進捗状況

プランの概要 プランの進捗状況

〇二次医療圏の基幹病院が遠方にあり、一次医療機関として
果たす役割は重要であり、病床機能の分化では整理できない
現状にある。

〇在宅医療については、これまで同様、効率的かつ的確に訪問
看護事業を推進するとともに、関係機関、施設等と連携し、高
齢者にとって福祉と医療の隙間のないサポートを継続する。

〇村唯一の医療機関として、急性期からや慢性期の疾患に対
して必要な医療を提供している。一方で、患者数の減少や建
物自体の老朽化が進んでいることから、現在、関係機関と医
療の在り方と共に、建物について検討している。

〇在宅医療については、これまで同様、地域包括支援セン
ターや居宅介護施設、特養などと情報共有し、在宅による支
援の充実を図っている。

４月 ５月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 3月

猿払村国民健康保険病院

２

経営強化プランに関する協議
（方向性等）

経営強化プラン収支計画作成

経営強化プラン目標等作成

院内協議
（院長・副院長等）

理事者説明等調整

最終調整（院内・理事者等）

議会報告

プラン策定



「公立病院経営強化プラン」の進捗状況

プランの概要 プランの進捗状況

○外来診療、入院病床や救急医療の一次対応の現行体制を堅
持する。

〇在宅医療や訪問看護の継続、保健衛生や予防医療の推進を
基本とし、町内唯一の病院として、介護福祉施設や行政と連携
しながら、必要な医療サービスを提供する。

〇令和７年春の開院を目指し、新病院建設事業を進める。新病
院建設に当たり、経営効率を高めるための施策を検討していく。
また、医療器機の更新については、新病院建設事業を見据えた
更新計画を立て、順次更新を行っていく。

〇医師の働き方改革への取り組みを行っていく。

〇コロナ禍から外来、入院患者数の減少から完全な脱却とは
なっていないが、今後も救急告示病院として現行体制を維持し
ていく。

〇地域包括ケアシステムの構築にあたり、介護施設等連絡協議
会へ参画している。医療の立場から今後も介護福祉施設や行
政との連携を密に図り、必要な医療サービスの提供に努める。

〇新病院建設事業は、今年度設計業務を終え、建築工事が着
工されている。新病院における経営見直しを検討する必要があ
る。また、医療器機の更新については、ランニングコストも考慮
しながら、更新計画を立てていく。

〇医師の働き方改革に向けて、当院常務医師の「管理監督者」
としての内容を確認、承認される。「管理監督者」のため、３６協
定の必要なしとの判断。出張医等も時間外労働規制は必要な
し。「日当直許可」の必要もなし。

４月 ５月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 3月

３

浜頓別町国民健康保険病院

プラン策定への準備作業
（データ整理、打合せ等）

プラン策定業務の委託

院内協議
（項目細部に係る合意形成）

町当局、運営委員会、
議会との協議

地域連携会議との協議

発注

プラン策定



「公立病院経営強化プラン」の進捗状況

プランの概要 プランの進捗状況

〇地域包括ケアシステム構築のための訪問看護の体制を強化
し、退院支援及び日常の療養生活の支援体制を推進する。

〇病床機能の転換を実施しており、入院患者等へのリハビリ医
療の提供体制が整ったことから、介護予防支援事業所や令和２
年度より居宅介護支援事業所との更なる連携の強化を図りな
がら、予防医療を含め取り組んでいる。また、平成30年度より
通所リハビリテーションを開設し、地域包括ケアの充実に積極
的に取り組んでいる。

〇地域医療提供体制と地域包括ケアシステムの構築について、
病院運営委員会と中頓別町保健福祉審議会への諮問・答申を
受け、病院の病床の削減と介護医療院の併設を行った。

〇公立病院経営強化プランについて、令和５年度末の策定に向
け策定支援業務委託を締結し、病院経営及び医療連携等につ
いて分析・検討している。

４月 ５月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 3月

中頓別町国民健康保険病院

４

プラン策定業務の委託

院内協議・調整
（項目細部に係る合意形成）

町当局との協議

議会報告

宿日直許可

プラン策定

発注 完了

事前協議



「公立病院経営強化プラン」の進捗状況

プランの概要 プランの進捗状況

〇比較的高い病床利用率を維持しているものの、現状届出上
の回復期機能病床は、一般入院基本料（15対１）の平均在院日
数の観点における機能（60日以内）である。

〇今後の病棟の在り方について、現在の一般・療養の２病棟を
１病棟への再編及び病床削減を検討する。

〇令和２年度に、様々な課題の分析と解決策を見出すため、民
間の病院経営コンサルタントに分析等を依頼し、令和４年度も
引き続き介護分野の分析を行うとともに、将来を見据えた病
棟の在り方を協議している。

〇 病棟の在り方について、現在の一般・療養の２病棟を１病棟
への再編及び病床削減や病棟削減の受け皿となる高齢者福祉
施設との整備等を検討している。

〇訪問診療は医師・看護師不足のため、実施は困難な状況であ
る。

４月 ５月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 3月

枝幸町国民健康保険病院

５

プラン策定への準備作業
（データ整理、打合せ等）

プラン策定業務の委託

院内協議
（項目細部に係る合意形成）

宿日直許可

町当局、議会との協議

プラン策定

発注 完了

理事者
中間報告

理事者
最終報告

議会報告

事前協議 事前協議 申請 許可



「公立病院経営強化プラン」の進捗状況

プランの概要 プランの進捗状況

〇島内唯一の入院機能をもつ医療機関として急性期～回復期
～慢性期への対応及び感染症対策に備えた取組を図る。

〇在宅医療に関係する『退院支援』、『急変時の対応』、『看取り』
等の訪問看護や訪問リハビリテーションの連携を図る。

〇令和６年３月末までの策定のため、医療経営コンサルタント
の活用により、行政・住民との協議が始まり、プラン策定に向け
島内の医療機関の連携や病床機能、在宅医療及び感染症対策
等の総合的な検討を行っている。

〇訪問看護ステーションとの連携による在宅医療や訪問リハの
充実を検討している。

４月 ５月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 3月

利尻島国保中央病院

６

経営強化プランに関する協議

院内協議

理事者説明

役場説明
（利尻町・利尻富士町）

議員説明

最終調整
（院内・理事者等）

議会報告

パブリックコメントの実施

プラン策定



公立病院における求人状況

病院名

医
師

看
護
師
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技
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士
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学
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法
士
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法
士
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聴
覚
士

視
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訓
練
師

精
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保
健
福
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士

歯
科
医
師

歯
科
衛
生
士

歯
科
技
工
士

社
会
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

備考

市立稚内病院
市立稚内こまどり病院

23 ７ ２ ２ ２ １

猿払村国民健康保険病院
随
時

1 1

浜頓別町国民健康保険病院 △ 随
時

随
時

△ １ １

中頓別町国民健康保険病院 ２ １ １

枝幸町国民健康保険病院
随
時

随
時

随
時

１ １ １

利尻島国保中央病院
随
時

１

７

看護師：随時募集、
診療放射線技師：R6年4月1日採用の募集

医師：院長が退職延長中なので募集予定
薬剤師：退職年が近いため募集予定
看護師等：慢性的に不足
介護福祉士：介護部門充実のため
その他：医事職員の充足を図りたい

募集は随時
その他：介護支援専門員

看護師・准看護師：人数制限無く
随時募集

令和５年9月1日現在（人）

看護師：11月末退職（3名）の補充として
募集

臨床検査技師：産休育休の補充として募集


